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18日

19日

22～26日
29日
30日

１～３日
６～14日
16日
17日

９月

10月

主な内容 ２～４面…一般質問
５～７面…決算特集
　　８面…可決された議案ほか

本会議（一般質問等）
議会運営委員会
本会議（議案の付託等）
決算審査特別委員会
常任委員会
議会運営委員会
本会議（議案の議決等）
特別委員会
決算審査特別委員会
議会運営委員会
本会議（議案の議決等）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら

区
政
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
20
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
は
じ
め

と
す
る
区
長
提
出
議
案
等
27
件
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
求
め
る
意

見
書
な
ど
の
議
員
提
出
議
案
５
件
が
可
決
さ
れ
、

請
願
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
例
会
初
日
に
、
秋
本
こ
う
た
ろ
う

前
議
長
の
逝
去
に
伴
う
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
議
長
に
池
田
ひ
さ
よ
し
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
19
年
度
決
算
6
件
を
審
査
・
認
定

政治家の寄附は、禁止されています。また、年賀状等時候の挨拶状
（答礼のための自筆のものを除く）を出すことも禁止されています。
議員等政治家が、お祭り、親睦旅行会、会合などの行事に寄附や差し入れなどをしたり、お祝い金（出産・新築など）、贈り
物（お中元・お歳暮など）をすることは、公職選挙法により罰則をもって禁止されており、要求した人も罰せられます。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　

「
環
境
立
国
」
を
掲
げ
る
我
が
国
が
、
太
陽
光
発
電
世
界
一
の
座
を
奪
還
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
太
陽
光
発

電
導
入
量
増
加
に
向
け
、
政
府
の
各
省
が
緊
密
に
連
携
を
と
り
つ
つ
、
具
体
的
に
は
「
住
宅
分
野
」、「
大
規
模

電
力
供
給
用
に
向
け
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
分
野
」、「
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
技
術
開
発
」、「
普
及
促
進

に
向
け
た
情
報
発
信
・
啓
発
活
動
」
の
各
分
野
に
対
し
て
支
援
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。
政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
①
国
に
よ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
促
進
対
策
費
補
助
金

補
助
事
業
の
再
導
入
並
び
に
同
事
業
予
算
の
拡
充
②
分
譲
集
合
住
宅
の
購
入
者
を
対
象
と
す
る
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
取
得
控
除
制
度
の
導
入
や
賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー
の
固
定
資
産
税
の
減
税
措
置
な
ど
集
合
住
宅
用
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
策
の
推
進
③
国
主
導
に
よ
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
導
入
並
び

に
そ
の
た
め
の
制
度
整
備
④
導
入
コ
ス
ト
低
減
に
か
か
わ
る
技
術
開
発
促
進
策
の
推
進
⑤
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
普
及
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信
・
啓
発
活
動
の
推
進

地
方
公
会
計
制
度
改
革
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書 

分

　

今
日
、
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
の
財
政
構
造
を
透
明
化
し
、
一
層
の
説
明
責
任
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
経
営
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
単
式
簿
記
、
現
金
主
義
会
計
の
地
方

公
会
計
制
度
を
改
め
、
複
式
簿
記
、
発
生
主
義
会
計
の
導
入
と
公
会
計
基
準
の
作
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
財
務
諸
表
が
住
民
に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
方
公

共
団
体
の
広
範
な
参
画
の
下
に
、
全
国
標
準
と
な
り
得
る
公
会
計
基
準
を
早
期
に
作
成
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

介
護
報
酬
の
地
域
係
数
是
正
に
関
す
る
意
見
書

　

現
在
、
東
京
都
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
の
現
場
は
、
地
方
と
比
べ
て
深
刻
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
東

京
都
が
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
都
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
「
特
養
」
と
い
う
。）
及
び
老
人
保

健
施
設
（
以
下
「
老
健
」
と
い
う
。）
を
対
象
と
し
た
経
営
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
特
養
・
老
健
の
７
割
以
上

が
緊
急
に
解
決
の
必
要
な
課
題
と
し
て
、「
人
材
確
保
」
を
挙
げ
て
い
る
。
人
材
確
保
が
困
難
な
理
由
と
し
て
、

特
養
・
老
健
と
も
「
給
与
水
準
が
低
い
」
と
い
う
回
答
が
８
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
葛
飾
区
内
の
介
護
保
険

施
設
の
稼
動
率
は
、
本
年
３
月
末
現
在
、
94
・
1
％
で
あ
る
が
、
人
材
確
保
が
困
難
な
状
況
が
長
引
け
ば
、
利

用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。
大
都
市
東
京
に
お
い
て
高
齢
者
な
ど
に
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
な
ど
の
水
準
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
都
市
部
の
実
情
に
あ
っ
た
介
護
報
酬
を
設
定
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
者
が
安
定
的
に
事
業
を
運
営
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対

し
、
介
護
報
酬
の
設
定
に
お
け
る
特
別
区
の
地
域
係
数
に
つ
い
て
は
、
一
級
地
の
国
家
公
務
員
の
地
域
手
当
支

給
率
で
あ
る
18
％
を
適
用
す
る
こ
と
を
、
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

食
料
自
給
率
の
向
上
を
求
め
る
意
見
書

　

今
日
、
発
展
途
上
国
の
多
く
で
、
食
料
不
足
か
ら
飢
餓
人
口
が
増
大
す
る
こ
と
が
、
国
際
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
穀
物
な
ど
の
農
産
物
の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
、
食
料
品
が
連
日
の
よ
う
に
値
上
が

り
し
、
国
民
の
暮
ら
し
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
生
産
者
か
ら
は
、
米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
や
、
農
業
を

営
む
人
々
が
安
心
し
て
働
き
つ
づ
け
ら
れ
、
後
継
者
が
育
つ
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
実
現
へ
の
願
い
が
広
が

る
一
方
で
、
消
費
者
か
ら
は
、
輸
入
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
を
は
じ
め
、
最
近
の
「
事
故
米
」
の
食
用
へ
の
転
売

事
件
な
ど
安
全
な
食
料
供
給
と
国
内
農
業
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
国
民
の

豊
か
な
食
生
活
と
健
康
を
保
障
し
、
食
料
価
格
高
騰
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
と
の
共
生
を
図
る
た
め
に
も
、
足

腰
の
強
い
活
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
4
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
8
面
に
掲
載
）

新
議
長
に
池
田
ひ
さ
よ
し
議
員
を
選
出

　

９
月
18
日
に
開
か
れ
ま
し
た
第
３
回
定
例
会
本

会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
議
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
使
命

と
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
経
済
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
米
国
に
お
け
る
金
融
不

安
の
高
ま
り
や
株
価
の
低
迷
を
受
け
、
景
気
の
後

退
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
本
区
に
お

け
る
財
政
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
区
政
は
、
高
齢
社
会
の

成
熟
、
少
子
化
の
進
展
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問

題
と
い
っ
た
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新

た
な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
中

で
、
私
ど
も
区
議
会
も
、
区
政
に
対

し
て
多
様
な
民
意
を
反
映
さ
せ
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
区
民
の
皆
様
に
区
議
会
の
活

動
を
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
議

会
の
活
性
化
を
図
り
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
も
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

区
議
会
が
皆
様
の
よ
り
身
近
な
存
在

と
な
り
ま
す
よ
う
誠
心
誠
意
そ
の
職

責
を
果
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
議
会
に

対
し
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
に

当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
長　

池
田　

ひ
さ
よ
し

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ議　長

池田　ひさよし

太陽光発電システム・区内小学校

第3回定例会


